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２０２６（令和８）年度 事業計画書 

（２０２６年４月１日から２０２７年３月３１日まで） 

 

Ⅰ ２０２６（令和８）年度事業の方針 

 

現在の中小企業を取り巻く環境は、少子高齢化による労働力不足や昨今の急激な社

会情勢の変化など、決して好ましいものとは言えません。このような状況の中で、今後

はさるびあタウンの役割がますます重要になってくるものと考えます。 

労働力の定着と確保、ひいては企業の魅力向上に貢献できる良質な福利厚生サービ

スの提供を目指して、ニーズ調査に基づいたサービスに加え、さるびあタウンが提案

するサービスの提供を行います。また、サービス利用料の決裁については、２０２５年

６月から従来のコンビニ払いに加え、クレジットカード・電子マネーでの決済を始め

ました。今後も更なる利便性の向上に努めます。 

 

（１）「さるびあタウンプラン 2024-2028」の推進 

表記のプランは、中期経営計画として 2024年度に策定しました。2026(令和８)年度

は、計画の３年目に当たります。プラン中の事業計画・各項目で示している【新しく行

う取り組み】の方向性を具現化して進めます。   

 

（２）ニーズに応じたサービス提供 

２０２５年度会員Web アンケート調査では、回答者の約７０％が「一定のクオリテ

ィで自己負担額の少ないサービス」「日常生活の中で役立つサービス」を望んでいます。

また、２０２４年度のサービス実績ではクーポン券の利用が全体の６４％であり、

RESOLライフサポート倶楽部の利用は 2％であることが分かりました。 

これらを踏まえ、２０２６年度はRESOLライフサポート倶楽部との契約を終了し、

これを原資として、ギフト券の抽選割引販売や既存サービスへの補助強化を行います。 

 

（３）さるびあタウンが提案するサービス 

既存のサービスに安住することなく、新たなサービスを提案します。 

会員証を提示することで特別なサービスを受けられる「さるびあタウン優待協力店

事業」を始めます。 

このほか、安価な掛金であり、且つさるびあタウンへの手数料収入がある「さるびあ

タウン生命共済」と「さるびあタウン生命共済（弔慰金プラン）」を始めます。 
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Ⅱ 事業計画 

 

定款第４条に基づき、次の事業を実施します。 

１ 調査研究事業 

  全国の中小企業勤労者福祉サービスセンター・互助会・共済会をサポートする  

「一般社団法人 全国中小企業勤労者福祉サービスセンター」に加盟する団体や近隣の

勤労者福祉サービスセンターと情報及び意見の交換を行います。 

会報誌・ホームページ・窓口での「サービス満足度調査」を行い、「さるびあタウン」

で行っている事業等に対する会員の満足度や要望等を把握して、適切なサービスの提

供を図ります。 

２ 各種研修会・講習会事業 

  会員及び会員家族の皆さまの文化教養をより豊かなものにする各種研修会や啓発を

目的とした講習会を開催します。ボリュームゾーン（４０～５０代）だけでなく、若

年層をターゲットにした研修会・講習会を行います。 

３ 情報提供事業 

  会報誌は、毎号が待ち遠しくなる「魅力的な会報誌」の作成を目指します。 

ホームページは、２０２５年６月にリニューアルして視認性と利便性が向上しまし

た。例えば、入会手続きを初めとして、ほとんどの申請・手続きをWeb上で行うこと

ができるようになりました。このほか、新着サービスに赤いマークを表示するなど、速

やかな情報把握のための工夫も行っています。また、閲覧する度に新鮮な感覚になる

ようトップ画面の背景画像を月に２～４回入れ替えています。 

さらに、２０２５年度から導入した LINEを活用して迅速な情報提供を行います。 

 

４ 勤労者福祉事業 

（１）在職中の生活安定に係る事業 

   中小企業では実現が難しいとされる給付金（祝金・見舞金・弔慰金）は、企業にと

っても力強い福利厚生サービスであるため継続します。２０２６年度からは安価な

掛金であり、且つさるびあタウンへの手数料収入がある「さるびあタウン生命共済」

と「さるびあタウン生命共済（弔慰金プラン）」を開始します。 
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さるびあタウン生命共済 

  事     業     名 実 施 時 期 

さるびあタウン生命共済 年２回 

さるびあタウン生命共済（弔慰金プラン） 通 年 

 

（２）健康の維持増進に係る事業 

   会員の健康管理を促進するため、健康診断や人間ドックの受診料補助を行うとと

もに、温浴施設利用券のあっ旋やスポーツ施設の利用補助などの事業を進めます。 

健康を維持管理するための事業 

  事     業     名 実 施 時 期 

皇居周辺散策(相模原市 SCとの共同企画) 年１回 

（３）老後生活の安定に係る事業（シニア生活応援事業） 

   老後を見据えた生涯生活設計に資するため、国が実施する退職金共済制度の普及

啓発活動に努めます。また、町田市役所等の関連機関と連携して、会報誌やホーム

ページ上で健康維持管理のために必要な情報提供を行います。 

（４）自己啓発、余暇活動に係る事業 

   会員証を提示することで特別なサービスを受けることができる「さるびあタウン

優待協力店事業」を開始します。 

   また、東京ディズニーリゾートの補助については、さるびあタウンがデジタルチ

ケットを発行することになるため、利用者の利便性がさらに向上します。 

 会員の自己啓発のための事業 

  事     業     名 実 施 時 期 

自己啓発受講料の補助 年１回の利用 

図書購入補助 通 年 

自己啓発に関する講座案内等の資料・情報の提供 通 年 

図書カードあっ旋 期間限定 

優待協力店利用補助券の発行 年４回 
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遊園施設等のあっせん事業 

  事     業     名 実 施 時 期 

【デジタルチケット利用補助】東京ディズニーリゾート 年１回の利用 

遊園施設利用券のあっ旋 通 年 

動物園・水族館等入場券の利用補助 通 年 

各種遊園施設等に関する資料・情報、割引券等の提供 通 年 

観覧・鑑賞等のあっせん事業 

 事     業     名 実 施 時 期 

映画等の利用補助 通 年 

美術展・鑑賞等入場券のあっ旋 通 年 

観覧・鑑賞施設、各種催事に関する資料・情報の提供 通 年 

レクリエーションの事業 

他のサービスセンターと共同・連携して行う事業 

事     業     名 実 施 時 期 

日帰りバスツアー参加補助 年３回程度 

工場見学ツアー 期間限定 

潮干狩りチケット 期間限定 

スパ＆ランチチケット 期間限定 

フルーツ狩り利用補助 期間限定 

事     業     名 実 施 時 期 

柿狩り(相模原市 SCとの共同企画) 年１回 

さつまいも掘り(相模原市 SCとの共同企画) 年１回 

鵠沼海岸 地引網(相模原市・厚木市・湘南・川崎市・大和

市・平塚市・南足柄市・座間市 SCとの共同企画) 
年１回 

恋活パーティー(横浜市・川崎市・三浦半島・湘南・厚木

市・大田区 SCとの共同企画) 
年２～３回 
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５ 東京都及び町田市役所が行う勤労者福祉事業への協力事業 

「働きやすい職場環境づくりの支援」「家庭と仕事の両立」「職場のメンタルヘル

ス」など、東京都及び町田市役所が行う勤労者福祉事業への協力を行います。 

 

６ その他センターの目的を達成するために必要な事業 

 ご加入いただいている団体・企業の皆さまや町田市役所と連携し、市民及び市内事

業所で働く皆さまに向けて「さるびあタウン」の事業を広くＰＲすることで、認知度

の向上を図ります。 

具体的には、町田市役所の広報誌「広報まちだ」や市内公共施設でのポスター等の

掲示、「さるびあタウン」ホームページ、ダイレクトメールなど、さまざまなツール

を活用した効果的なＰＲ活動を行います。 

加えて、加入促進キャンペーンをさらに充実させることで積極的な会員獲得を行い

ます。 

 

 

 

 



   

２０２６（令和８）年度

予　　　算　　　書
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（単位：円）

科        目 予算額 前年度予算額 増  減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

  １．経常増減の部

    (1) 経常収益

     ①基本財産運用益 ［ 12,000 ] ［ 3,000 ] ［ 9,000 ]

          基本財産受取利息 12,000 3,000 9,000

     ②掛金収益 ［ 36,889,000 ] ［ 35,909,000 ] ［ 980,000 ]

          掛金収益 36,889,000 35,909,000 980,000

     ③事業収益 ［ 12,034,000 ] ［ 10,008,000 ] ［ 2,026,000 ]

          研修会講習会等事業収益 251,000 241,000 10,000

          健康維持増進事業収益 5,256,000 4,788,000 468,000

          余暇活動事業収益 6,527,000 4,979,000 1,548,000

     ④受取補助金等 ［ 21,000,000 ] ［ 21,000,000 ] ［ 0 ]

          受取市補助金 21,000,000 21,000,000 0

     ⑤雑収益 ［ 1,002,000 ] ［ 862,000 ] ［ 140,000 ]

          受取利息 348,000 230,000 118,000

          雑収益 654,000 632,000 22,000

        経常収益計 70,937,000 67,782,000 3,155,000

    (2) 経常費用

     ①事業費 ［ 51,965,000 ] ［ 49,915,000 ] ［ 2,050,000 ]

          人件費 （ 17,324,000 ） （ 16,164,000 ） （ 1,160,000 ）

            　給料手当 14,280,000 13,286,000 994,000

            　福利厚生費 3,044,000 2,878,000 166,000

            　退職給付費用 0 0 0

          調査研究事業費 （ 25,000 ） （ 24,000 ） （ 1,000 ）

          　  旅費交通費 4,000 3,000 1,000

      　      諸謝金 21,000 21,000 0

          研修会講習会等事業費 （ 368,000 ） （ 331,000 ） （ 37,000 ）

          　  旅費交通費 2,000 1,000 1,000

           　 委託費 168,000 159,000 9,000

      　      諸謝金 30,000 10,000 20,000

         　   消耗品費 145,000 145,000 0

         　   賃借料 23,000 16,000 7,000

          情報提供事業費 （ 3,031,000 ） （ 2,731,000 ） （ 300,000 ）

      　      通信運搬費 982,000 706,000 276,000

       　     印刷製本費 2,029,000 1,760,000 269,000

        　    委託費 0 264,000 △ 264,000

      　      諸謝金 20,000 1,000 19,000

          生活安定事業費 （ 7,685,000 ） （ 8,367,000 ） （ △ 682,000 ）

       　     給付金 7,685,000 8,367,000 △ 682,000

          健康維持増進事業費 （ 11,830,000 ） （ 10,908,000 ） （ 922,000 ）

      　      利用補助費 11,824,000 10,904,000 920,000

          　  旅費交通費 2,000 1,000 1,000

      　      委託費 4,000 3,000 1,000

          老後生活安定事業費 （ 17,000 ） （ 32,000 ） （ △ 15,000 ）

       　     印刷製本費 17,000 32,000 △ 15,000

          自己啓発事業費 （ 3,487,000 ） （ 3,372,000 ） （ 115,000 ）

      　      利用補助費 3,487,000 3,372,000 115,000

          指定宿泊事業費 （ 0 ） （ 1,320,000 ） （ △ 1,320,000 ）

      　      委託費 0 1,320,000 △ 1,320,000

          指定遊園事業費 （ 2,139,000 ） （ 2,359,000 ） （ △ 220,000 ）

     　       利用補助費 2,139,000 2,359,000 △ 220,000

          観覧・鑑賞事業費 （ 1,648,000 ） （ 560,000 ） （ 1,088,000 ）

    　        利用補助費 1,648,000 560,000 1,088,000

          レクリエーション事業費 （ 3,997,000 ） （ 3,161,000 ） （ 836,000 ）

      　      利用補助費 3,727,000 2,817,000 910,000

      　      旅費交通費 10,000 14,000 △ 4,000

2026年度予算書（正味財産増減計算書ベース）

2026年 4月 1日から2027年 3月31日まで
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科        目 予算額 前年度予算額 増  減

      　      消耗品費 2,000 2,000 0

      　      委託費 234,000 303,000 △ 69,000

      　      保険料 24,000 25,000 △ 1,000

          加入促進事業費 （ 414,000 ） （ 586,000 ） （ △ 172,000 ）

      　      通信運搬費 92,000 129,000 △ 37,000

     　       印刷製本費 117,000 117,000 0

      　      委託費 88,000 132,000 △ 44,000

      　      諸謝金 110,000 198,000 △ 88,000

     　       賃借料 7,000 10,000 △ 3,000

     ②管理費 ［ 19,097,000 ] ［ 18,376,000 ] ［ 721,000 ]

          人件費 （ 11,061,000 ） （ 10,544,000 ） （ 517,000 ）

       　     役員報酬 6,721,000 6,637,000 84,000

       　     給料手当 2,809,000 2,650,000 159,000

       　     福利厚生費 1,531,000 1,257,000 274,000

          管理運営費 （ 8,036,000 ） （ 7,832,000 ） （ 204,000 ）

         　   会議費 4,000 4,000 0

        　    旅費交通費 1,000 2,000 △ 1,000

         　   役職員活動費 276,000 266,000 10,000

         　   通信運搬費 160,000 153,000 7,000

         　   消耗品費 100,000 100,000 0

         　   印刷製本費 3,000 3,000 0

         　   光熱水費 361,000 362,000 △ 1,000

        　    手数料 767,000 735,000 32,000

        　    渉外費 10,000 10,000 0

       　     租税公課 126,000 106,000 20,000

       　     委託費 361,000 361,000 0

        　    賃借料 4,558,000 4,422,000 136,000

       　     諸会費 121,000 121,000 0

       　     保険料 8,000 7,000 1,000

       　     雑費 100,000 100,000 0

       　     減価償却費 1,080,000 1,080,000 0

     ③返還金 ［ 1,000 ] ［ 1,000 ] ［ 0 ]

          市返還金 （ 1,000 ） （ 1,000 ） （ 0 ）

        　    市返還金 1,000 1,000 0

        経常費用計 71,063,000 68,292,000 2,771,000

          当期経常増減額 △ 126,000 △ 510,000 384,000

  ２．経常外増減の部

    (1) 経常外収益

     退職給付引当金取崩益 126,000 510,000 △ 384,000

        経常外収益計 126,000 510,000 △ 384,000

    (2) 経常外費用

        経常外費用計 0 0 0

          当期経常外増減額 126,000 510,000 △ 384,000

          当期一般正味財産増減額 0 0 0

          一般正味財産期首残高 72,512,000 75,086,000 △ 2,574,000

          一般正味財産期末残高 72,512,000 75,086,000 △ 2,574,000

Ⅱ　指定正味財産増減の部

     ①基本財産運用益 ［ 12,000 ] ［ 1,000 ] ［ 11,000 ]

          基本財産受取利息 12,000 1,000 11,000

     ②一般正味財産への振替額 ［ △ 12,000 ] ［ △ 1,000 ] ［ △ 11,000 ]

          基本財産運用益振替額 △ 12,000 △ 1,000 △ 11,000

          当期指定正味財産増減額 0 0 0

          指定正味財産期首残高 3,000,000 3,000,000 0

          指定正味財産期末残高 3,000,000 3,000,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 75,512,000 78,086,000 △ 2,574,000
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